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2015年度の二酸化炭素排出量は2005年度比で

22.2％ 削減

※2006年度以降の施設面積増加及び大型実験装置等の導入による

　 CO2排出量の増加分は加算しておりません。

削減量
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2015年度 ‘05年度比 CO2  排出量

削減達成

総量は増加、原単位は減少

・延べ床面積の増加, 大型研究機器の導入による影響

電力使用量 都市ガス使用量 一次エネルギー消費量（3キャンパス）
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3-3-4 エネルギー供給・インフラ計画（30年ビジョン）

⽔・エネルギー供給に対する信頼性・安全性の確保
将来的な達成⽬標：ネット・ゼロ・エナジー指向のキャンパスへ

１｜ オンサイトでの取り組み
❶ 個々の建物における建築・設備的なハード⾯での対策
❷ 施設の運⽤改善や構成員の意識改⾰等ソフト⾯での対策
❸ ⾃然エネルギーとエネルギーの⾼度利⽤技術の積極的導⼊
❹ スマートエネルギーネットワーク構築とBCP

2 ｜ オフサイトでの取り組み
❶ カーボンオフセットを利⽤した対策
❷ その他の⽅法

2016年3月31日発行



名
大
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
６
）

次世代向け

運用面

施設整備



名
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
体
制

名古屋大学総長

エネルギー管理統括者
（環境安全担当理事）

エネルギー管理企画推進者
（施設管理課⻑補佐）

部 局: 

法的義務として設置

エネルギー管理責任者
（部局長）

エネルギー管理補助者
(専攻・教室）

省エネ推進担当者
（講座・研究室)

定期的な省エネ対策の立案・実行

・運用対策の省エネルギー推進体制

キャンパス・マネジメント
グループ（CMG）

通達 実施内容確認・報告

方針決定 報告

実施協力・情報共有

キャンパスマネジメント本部

指示・承認 企画・計画・報告企画・計画案, 成果分析

実施計画立案 実施内容とりまとめ

実施 報告



ｿﾌﾄｳｪｱ

対策

ｿﾌﾄｳｪｱ

対策

数値目標

年間1％省CO2

省エネルギー法

中期目標・中期計画

ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

・省エネ制御の投入

‐ 消し忘れ防止

‐ 空調省エネ制御

・電力デマンド対策

・使用電力”見える化”
etc.

新築・改修

対策

新築・改修

対策

・LED照明の採用

・高効率機器の採用

・自然換気促進

・ アースチューブ

・ 網戸導入 etc.

機器更新

対策

機器更新

対策

・LED照明化

・空調計画更新

・フリーザ買換え

etc.

既存装置

対策

既存装置

対策・省エネ推進経費

‐ 装置の買い替え

‐ 小規模省エネ改修

・性能検証・改修提案
‐ 省エネ診断

構成員の

運用対策

構成員の

運用対策

・省ｴﾈ･節電実行計画

‐ 全学の対策ﾒﾆｭｰ

（15年経過）

外部資金

省エネ化

外部資金

省エネ化

・ESCO事業

‐ 図書館

‐ 病院

‐ 動物実験棟

・補助金取得

‐ 空調設備改修

etc.

太陽光

発電導入など

太陽光

発電導入など

・施設整備補助金

・自助努力整備

（発電量の販売不可）

こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
対
策

・部局独自の取り組み

‐ 節電ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

‐ 省ｴﾈﾙｷﾞｰ診断

・高気密・高断熱

・日射遮蔽



運
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面
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展
開

ｿﾌﾄｳｪｱ

対策

ｿﾌﾄｳｪｱ

対策

数値目標

年間1％省CO2

省エネルギー法

中期目標・中期計画

ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

新築・改修

対策

新築・改修

対策

機器更新

対策

機器更新

対策

既存装置

対策

既存装置

対策

構成員の

運用対策

構成員の

運用対策

外部資金

省エネ化

外部資金

省エネ化

太陽光

発電導入など

太陽光

発電導入など

行き詰まり感

・研究上のムダ使用対策

‐ ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ･ｼｽﾃﾑ

・省エネ制御の投入

‐ 消し忘れ防止

‐ 空調省エネ制御

・電力デマンド対策

・エネルギー使用の
”見える化”

etc.

・省エネ推進経費

‐ 装置の買い替え

‐ 小規模省エネ改修

・性能検証・改修提案

‐ 学内専門家による診断・提案

‐ ﾕｰｻﾞによる課題抽出・提案 etc.

・省ｴﾈ･節電実行計画

‐ 全学の対策ﾒﾆｭｰ

（15年経過）

・ESCO事業

‐ 図書館

‐ 病院

‐ 動物実験棟

・補助金取得

‐ 空調設備改修

etc.

・施設整備補助金

・自助努力整備

（発電量の販売不可）

・部局独自の取り組み

‐ 節電ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

‐ 省ｴﾈﾙｷﾞｰ診断

・高気密・高断熱

・日射遮蔽 ・LED照明の採用

・高効率機器の採用

・自然換気促進

・ アースチューブ

・ 網戸導入 etc.

・LED照明化

・空調計画更新

・フリーザ買換え

etc.



省エネ･節電実行計画（数値目標）

・ CO2排出量を2014年度で2005年⽐20％以上削減
(総⻑声明、キャンパスマスタープラン2010)

① エネルギー消費原単位を毎年1％以上の削減義務あり
（省エネ法による取組と報告の義務）

② 契約電⼒に対し 4％以上削減（夏季）
(政府からの定着節電⽬安)

③ ベース電⼒消費量を前年⽐１％以上削減（冬季）
（本学の⼤きな課題）

8
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画



２０１６年の取組内容（主要項目抜粋）
（毎年夏季・冬季に実施）

①個別空調⼀元管理制御: 温度制限・消し忘れ対策
（確実な省エネ効果を⽣む対策）
②部局毎に ”省エネ重点項⽬” を設定、”⾃⼰評価”
（当事者意識の啓発）
③主要建物毎に省エネモニター選任、省エネ提案箱 設置
（気づきの省エネ対策・学内構成員参加）
④「ベース電⼒削減対策week」：⾏動強化週間
（主要なエネルギー消費項⽬への対策強化）
⑤電⼒デマンドの「⾒える化｣ ・ペナルティシステム 試⾏
⑥部局別エネルギー削減率による インセンティブシステム 試⾏
（⾏動⼼理に訴える経済的⽅策）
⑦「省エネットワーク」：本部・部局連携によるソリューション提案
（インハウス・レトロコミッショニング）

名
大
の
省
エ
ネ･

節
電
実
行
計
画



推
進
し
た
い
構
成
員
の
運
用
対
策

・ベース電力の削減 （フリーザーが主役ではない）

・給排気装置 ・評価装置 ・サーバー類 etc.

・実験装置など 運用の工夫

ベｰス電力
７３％

年間電力

大型乾燥機

設定温度100℃→80℃の１.５倍

アーク溶解炉

立上げ時間：６時間で十分

H25年

出所）大阪府立大学「実験装置等の省エネルギー推進ガイドライン 」



エ
ネ
ル
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：
現
状

お知らせ ← デマンドの現状や状況に応じたお願いメッセ-ジを表⽰

電力使用量のWeb見える化 2010〜

・各キャンパス（東山・鶴舞・大幸）の電力消費推移を“見える化”

・タイムリーな行動啓発メッセージ表示

・電力ピーク部局使用割合 見える化: 2016

・契約電力超過時は責任部局で違約金分担
（前年度デマンド発生時の実績と比較して負担割合算定）

2016年8月8日 15時

「
電
力
デ
マ
ン
ド
の
「
見
え
る
化｣

・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

電力ピーク時間帯の部局別電力使用割合



イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
（
行
動
心
理
に
訴
え
る
経
済
的
方
策
）

背 景

制度概要

本制度は、エネルギー使用者自身の創意工夫による省エネ行動

を促す “アクション・トリガー” として作用することを期待するもの

大学運営： 運営費交付金は減少。教育･研究の追求と安定的な

大学運営ために、光熱費の適切な管理が必要

運用対策： 研究遂行上のエネルギー使用も合理化が必要 （空調・照明に限らず）

☞ 構成員自身による、対応の創意工夫が求められる。

（運用上のムダの排除や省エネ改修・改造などのハード対策など）

☞ 前年よりエネルギー消費を削減した部局：インセンティブ付与

（エネルギー使用量削減による光熱費削減＋インセンティブのW効果）

※評価では新営棟は対象から除く。負のインセンティブなし。

インセンティブ額＝当該期間の光熱費×エネルギー削減率 （財源： 省エネ推進経費）
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：
現
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電気室：７８ヶ所

電気室

Ａ研究棟 Ｂ研究棟 Ｃ研究棟 エネルギー
センター

電力供給データ
統合システム

電気室 電気室 電気室

主要建物エリアの電気室で計量（７８ヶ所）

・エネルギーセンター内のEMSにて電力幹線データ蓄積

・電力使用状況の”見える化”の元データに活用
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：
現
状

B地区

No.9の建物

主要建物エリアの電気室で計量（７８ヶ所）

・エネルギーセンター内のEMSによる閲覧例
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：
現
状

管理⽤ 事務⽤ＰＣ①
（Web経由で建物別に閲覧）

Ａ研究棟

多回路計測
（M社）

Ｂ研究棟

多回路計測
（O社）

Ｃ研究棟

多回路計測
（P社）

インターネット
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ピーク時の空調電力比較（kW：室単位） 8/8 15:00
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照明kWh 8/8

コンセントkWh 8/8

動力（実験機器等）kWh 8/8

空調kWh 8/8

換気扇kWh 8/8

全熱交換器kWh 8/8

空調

コンセント

照明

建物の室単位の使⽤量⽐較

建物の⽤途別の使⽤量⽐較

建物の詳細エネルギー消費データ 2000～

・電力消費データを中心に建物毎に計測

・計測装置の導入時期・メーカが異なる

・データ形式や閲覧方式が統一化できない

・計測エリアやデータ分類の状況が異なる

→ 一元管理化が難しい

管理⽤ 事務⽤ＰＣ②
（Web経由で閲覧）
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Ａ研究棟

多回路計測
（Ｍ社）

Ｂ研究棟

多回路計測
（Ｏ社）

Ｃ研究棟

多回路計測
（Ｐ社）

インターネット

Ｄ研究棟

多回路計測
（Ａ社）

ガスメータ

エネルギー
センター

電力供給データ
統合システム

電気室

エネルギーデータ･

マネジメントシステム（EDMS）

・ 統⼀DBフォーマットでデータを再保存
・ 必要データを必要期間だけ読み出し
・ 分析したいデータのみを容易に準備
・ ユーザの“⾒たい”要望に迅速に対応
・ 定型フォームにより定期報告に対応 etc.

電気室 電気室

EDMS

電力・ガス使用量のWeb見える化へ（EDMS）

・主にＧＨＰガス消費などを無線経由で低廉に計測

・ガスメータ：150ヶ所 管理必要なメータ： 50ヶ所

計測データの再保存
（共有データベース）

データ
補完機能

⼀次ﾃﾞｰﾀ
加⼯機能
（CSV）

グラフ作成
機能
(Excel)

報告書作成
機能
(Excel)

ＵＩ（Web画⾯）
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今
後

電力使用量のWeb見える化 2010〜

エネルギー使用量のWeb見える化へ 2016〜

・建物のトータル・エネルギー使用量の表示（東山）

ガス消費量データの追加



構
成
員
に
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る
省
エ
ネ
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リ
ュ
ー
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ョ
ン

部局の
執行部・施設担当

省エネットワーク
・運⽤状況やユーザ要望に関する情報交換
・計測･性能試験によるエビデンス収集
・学内エキスパートによる合理的な提案
・予算確保を含めた改善アドバイス

施設管理部

施設を使用する
教員・学生

施工業者
協力企業

施設・環境計画
推進室

EM研究・検討会
協力教員・学生

部局と施設系職員、専門教員による協働

・実態の情報交換、解決策の検討、具体な技術提案（ソリューション）

・実効力ある省エネメニューに対して、効果的な資金投入を促す

・個別の問題解決ではなく、全学展開を前提とした改善モデルを追求



建物のエネルギー消費実態分析（見える化事例）：2014

・生物・化学系建物のエネルギー消費

・年間エネルギー消費原単位

約500kWh/年･㎡(約4,800MJ/年･㎡)

（ 学内の他の理系建物の約２倍 ）

基準階面積
約2,330 ㎡

年間合計年間電力消費量
４．６６ [GWh]

１８％

３０％

１３％

１２％

８％

５％

４％
４％

実験機器
（動力）

実験機器
（ｺﾝｾﾝﾄ）

実験排気
（ｽｸﾗﾊﾞｰ）

実験給気
（AHU）

エアコン

照明 ｻｰﾊﾞ
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給排気風量の適正化（電力消費：半減の可能性あり）

・2015年度の性能検証：エキスパート会議5回

■エアコンの停⽌ : モデル研究室で空調・換気系のエアコン電⼒ 全体の23 point 減
■外調機 ⾵量 50%減：最⼩⾵量 16回/h→8回/h  27%×0.5= 13.5 point 減
■外調機(熱源）：処理顕熱量の削減を考慮 (50%-8.5%)×0.5= 20.8 point 減

‐ 施設系職員，ユーザ，施工者，空調機メーカ，計装業者，ドラフト・スクラバ メーカ など

‐ 試験実測を経て技術課題を整理： 各専門の視点から解決に向けて検討

→ 2016年度に改善提案策の実践と効果検証へ



最小風量時の状況（深夜帰宅時など） 21

ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞｰ

給気口

排気

外気 AHU
401

ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞｰ

給気口

外気 AHU
501

排気

ﾄﾞﾗﾌﾄ
ﾁｬﾝﾊﾞｰ

給気口

外気 AHU
616

排気3,150CMH(46%)
(Min:3570CMH)
(Max:6,860CMH)

14,148CMH(56%)
(Min:12,930CMH)
(Max:25,290CMH)

11,657CMH(51%)
(Min:11,640CMH)
(Max:22,840CMH)

湿式スクラバー系統
21,984CMH(61%) 
(Max:36,000CMH)

乾式スクラバー系統
7,964CMH(66%)
(Max:12,000CMH)

①ＡＨＵファン電力
21.2kW

②排気ファン電力
32.6kW

■⽂科省機械設備⼯事設計資料 (参考値：化学系実験室の換気回数 6〜20回/h)

■排気量：現状最⼩⾵量-約16回/h（最⼤の50%）構
成
員
に
よ
る
省
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ネ
ソ
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ュ
ー
シ
ョ
ン



構
成
員
に
よ
る
省
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

給排気量：最小風量の適正化

・半分の熱源機停止、熱交換機を閉鎖

・最小風量と熱源容量を５０％減に

【変更前】 最大：２５,２９０ CMH

【変更前】 最小：１２,９３０ CMH

【変更後】 最大：１２,９３０ CMH

【変更前】 最小： ６,４６５ CMH

外調機の縦断面（コイル正面）

コイル閉止

熱源機：停止

塞ぎ板

加湿器

コイル

熱源機：運転

外調機の横断面（コイル側面）

室への給気

ファン

熱源機

フィルタ →コイル → 加湿器 → ファン

３２HP２０HP ２０HP３２HP

２０HP×２３２HP×２
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外気温

外調機給気温

室温（居住域）

月 火 水

24:00
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外調機熱源
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785 kWh
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24:00613 kWh 664 kWh

外気温

外調機給気温

室温（居住域）

月 火 水

外調機熱源

外調機ファン

24:00

ｴｱｺﾝ電力消費

535 kWh

8‐24時Ave.外気温 4.6℃ 8‐24時Ave.外気温 4.3℃ 8‐24時Ave.外気温 6.2℃

給
排
気
量
：
最
小
風
量
の
適
正
化
（
結
果
）

2017.02

2015.02

約２６％減
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給排気量：最小風量の適正化による効果

・改修前（2/ 1 -2/ 9：9日間） 合計電力量 18 MWh

・改修後（2-11-2/19：9日間） 合計電力量 11 MWh △38％

主要な冬期間の削減日費用： 約100万 円/3か月

今回工事額：約80万円 → 冬期1期のみで改修費用回収

・ファン電力消費： 年間に渡り同削減効果が見込める 約230万円/年

2017年 2月実績



地下水浄化サービス事業による利益省
エ
ネ
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

省エネ推進経費、省エネを達成できるエアコン制御

・学内施設 ４用途で、2年間の実証試験

・２割程度の省エネ性，費用対効果ありと判断

・費用対効果検証を部局に行ってもらうため

「期間限定 モニター事業」を設定

（省エネ推進経費を活用）

29℃

28℃

27℃

26℃

25℃

0

1

2

3

室
温 30℃

省エネ制御

通常制御

設定温度

経過時間

省エネ
レベル

省エネ
レベル

省エネ
レベル

省エネ
レベル

空調運転開始後の室温変動イメージ図（冷房時）

急発進・ 急停車を抑制！



No. 建物名
室外機
台数(台)

室外機累計
運転時間(h)

省エネ制御による
運転割合(％)

導入前実績
ガス削減率(％)

サービス利用
料金（月割）

費用対効果：
費用削減(円)

1 アメニティハウス 2 76 0% -19% 2,500 -

2 ＩＢ電子情報館北 24 2,742 37% 15% 30,000 72,503

3 国際棟 5 434 50% 29% 6,250 26,148

4 情報科学校舎 16 1,201 47% 44% 20,000 296,515

5 全学教育棟Ａ館 3 444 70% 3,750 -28,975

6 多元数理科学棟 11 995 26% -5% 13,750 -23,137

7 農学部Ｂ館 14 1,285 25% 45% 17,500 104,554

8 農学部Ａ館東研究棟 12 1,346 32% 26% 10,000 92,602

9 減災館 1 235 96% 9% 1,250 1,892

10 事務本部棟 8 - - 7% 10,000 3,309

11 理学部Ａ館 8 1,088 36% 13% 10,000 19,946

104 - - 24% 125,000 565,356合　計

実
証
さ
れ
た
省
エ
ネ
メ
ニ
ュ
ー
の
全
学
展
開

個別空調の新省エネ制御（省エネ推進経費の活用）

・104台に適用。2017年1月 のガス使用量の削減率 ２４％

・利益（ガス削減費-サービス利用料）：５６万円（運転費２０％減）

※導入前実績ガス量： 2017年1月平均気温(4.7℃)に対し、±1℃以内であった2014年・2015年のガス消費量平均値を使用

※施設稼働率
が極端にup

※施設稼働率
が極端にup



27

発注者の総合的な展望、建設施設の

特徴・性能などを基本要件とした

OPR (Owner’s Project Requirements) を策定

性能検証(Cx)体制をインハウスで確立し、

建設段階毎に検証して要求性能を実現

設計

Design Phase

Cx Process
企画

Planning Phase

施工

Construction

運用
Operation Phase

P D
CA

P D
CA

P D
CA

運営・維持
Operation

Maintenance

運営・維持
Operation

Maintenance
評

価
Ch

ec
k

評
価

Ch
ec
k

戦略・計画
Strategy/Plan
戦略・計画
Strategy/Plan

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

Project M
anagem

ent
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
Project M
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ent

成果の活用
Application of the achievement

成果の活用
Application of the achievement

デザイン
マネジメント

&
初期 Ｃｘ

デザイン
マネジメント

&
初期 Ｃｘ

FM CycleFM Cycle

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
Programming
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
Programming

ユーザー満足度調査

継続 Ｃｘ

ユーザー満足度調査

継続 Ｃｘ

省エネ性能 （何％削減するのか）

省エネ手法 （どのような手法を採用するか）

建物デザイン （調和や主張）

空 間 計 画 （印象・行動の質） など

ト
ー
タ
ル
・
ビ
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ

インハウス型トータル・ビルCx の適用

・建物要求事項、設計者･施工者の目標と責任を明確化し、

要求事項の達成状況を検証する体制を確立

・主要な建物全件に適用（施設事にCxグレードは異なる）



基準建物：

エネルギー消費原単位
電気・ガス合計 1,055MJ/㎡ ・年

新営文系建物：目標性能

基準建物から 40％減（633MJ/㎡・年）

文系建物：

断熱性能向上と空調機高効率化、LED採用
で大きな削減効果を期待し、目標値を設定

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
事
例
と
効
果
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ZEB

ZEBチャート(空衛学会)による
ZEBレベルの確認

Ｃｘ各段階の年間消費エネルギー原単位
と実績値の比較

アジア法交流館（延床約5,500㎡） 2015.11竣工



持続可能な社会形成は可能なのか？

社会の縮図ともみなせるキャンパスで

サステイナブル化を実践しています



Campus Planning & Environment  Management Office  

Nagoya University

Fin
Campus Planning & Environment  Management Office  

Nagoya University


